
平成 30 年度 事業報告書 

NPO 法人 gift 

１ 活動の概要 

設立 5 期目。団体理念の３つの考え方に沿う形で、①市民活動支援事業では独自事業を実施、②生涯学習支援事業、

③田舎暮らし支援事業においてはそれぞれ市または県からの受託事業を行った。独自事業を通してあらためて兵庫丹

波地域の市民活動の歴史を振り返ることができたのは、今後の活動にとっての財産となった。また、田舎暮らし支援

事業においては新しいチーム編成を行い、地域内の活動主体の新たな連携を実現した。 

 

２ 事業の内容 

(1) 市民活動支援事業 

平成時代が終わるに伴い、この間の兵庫県丹波地域における市民活動を、当時のリーダーから話を聞く「激動の

平成シリーズ～その時丹波が動いた～」を開催した。 

・第 1回「森の市民誕生秘話」（ナビゲーター：婦木克則） 

ゲスト：坂東隆弘（たんばぐみ）／浅倉陽子（おさん茂平衛 DE たんば） 

・第 2回「田舎暮らしの源流を探る」（ナビゲーター：中川ミミ） 

ゲスト：山﨑春人 

・第 3回「地域情報化の衝撃」（ナビゲーター：小橋昭彦） 

ゲスト：細見靖（かすがネット）／前川哲和（ひかみインターネット倶楽部）/植村富明（篠山市役所） 

・第 4回「地域ブランドの興隆」（ナビゲーター：鴻谷佳彦） 

 ゲスト：荒木武夫（いちじま丹波太郎）／柳川瀬正夫（丹波姫もみじ） 

・第 5回「女性活躍の時代」（ナビゲーター：谷水ゆかり） 

 ゲスト：赤井俊子（丹波未来づくりプロジェクト）／山下久子（ささやまホロンピアホテル） 

 

(2) 生涯学習支援事業 

昨年度に引き続き、丹波市から委託を受け「TAMBA 地域づくり大学」の企画・運営を行った。今年度はプロジェ

クトマネジメント講座のみの受託で「無人駅イノベーション in 丹波」として、全４回で、谷川駅や石生駅などの

丹波市内の JR 無人駅の活性化プラン作成に取り組んだ。プランは平成 31 年度に実現予定である。 

(3) 田舎暮らし支援事業 

兵庫県丹波県民局が平成 28 年度から継続する「移住・還流プロジェクト」公募に応募、受託した。外部の人材を

積極的に登用し、ソシエテ・リベルテチームとして、独立した運営を図った。株式会社ゼロジバによる主として

学生向けの神戸でのセッション「学校じゃない教育の仕事」全４回、大ナゴヤ大学と連携した名古屋でのセッシ

ョン「自分で肩書をつくる生き方」全４回、国際大学グローコムと連携した東京でのセッション「ローカリティ

の冒険」全３回、京都でのセッション「にんげんと自由の関係」全６回の他、たんばナイトを大阪、名古屋、東

京で実施、セミナーを神戸と大阪、また丹波地域へのツアーを実施など、好評を得た。また、今年度はサイトも

更新を煩雑に行い、認知度向上を狙った。 

 

３ 次年度に向けた課題 

（1） 事務局体制の構築 

会計事務を株式会社ご近所に委託しているが、拠点のあり方を含め、移行する計画を進めている。 

（2） ソシエテチームと会員の連携 

ソシエテ・リベルテを実施するチームは、ある種独自に活躍しており、他の gift の理事や会員からは事業の

全体像が見えづらくなっている。両者の融合を図りたい。 



法人名： NPO法人gift

貸借対照表
2019　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金 897,470

未収金 1,822,075

流動資産合計 2,719,545

2. 固定資産

（1）投資その他の資産

差入保証金 576,000

投資その他の資産計 576,000

固定資産合計 576,000

資産合計 3,295,545

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

未払金 810,000

未払法人税等 72,000

預り金 2,079

流動負債合計 884,079

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 884,079

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 2,555,253

当期正味財産増減額 △ 143,787

正味財産合計 2,411,466

負債及び正味財産合計 3,295,545



法人名： NPO法人gift

活動計算書
2018　年　4　月　1　日　から　2019　年　3　月　31　日　まで

(単位：円)

科　　目 金　　額

 I  経常収益

1. 受取会費

正会員受取会費 63,000 63,000

2. 受取寄附金

受取寄附金 57,396 57,396

3. 事業収益

生涯学習支援事業収益 470,880

田舎暮らし支援事業収益 5,755,500 6,226,380

4. その他収益

受取利息 26

雑収益 61,503 61,529

　　経常収益計 6,408,305

 II  経常費用

1. 事業費

（1）人件費

人件費計 0

（2）その他経費

業務委託費 4,071,236

謝金 531,544

会議費 112,798

旅費交通費 886,748

通信運搬費 56,718

消耗品費 756

賃借料 371,742

保険料 1,456

租税公課 11,801

支払手数料 7,344

その他経費計 6,052,143

事業費計 6,052,143

2. 管理費

（1）人件費

人件費計 0

（2）その他経費

業務委託費 324,000

通信運搬費 46,189

租税公課 1,200

支払手数料 56,560

その他経費計 427,949

管理費計 427,949

　　経常費用計 6,480,092

当期正味財産増減額 △ 71,787

法人税、住民税及び事業税 72,000

前期繰越正味財産額 2,555,253

 　　 次期繰越正味財産額 2,411,466



財務諸表の注記

1. 重要な会計方針

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6） 消費税等の会計処理

2. 事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

ボランティアによる役務の提供

ボランティアによる役務の提供は、「４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記しています。

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１7年１２月１２日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

貸倒引当金は、過去の実績、および滞留状況を基準に計上しています。

棚卸資産は低価法により評価しています。原価は平均法により算出しています。

棚卸資産の評価方法

貸倒引当金の計上基準



法人名： NPO法人gift

財産目録
2019　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金

手元現金 655,231

中兵庫信金 242,239

未収金

兵庫県 1,808,500

消費税還付 13,575

流動資産合計 2,719,545

2. 固定資産

（1）投資その他の資産

差入保証金

兵庫県 576,000

固定資産合計 576,000

資産合計 3,295,545

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

未払金

情報社会生活研究所 810,000

未払法人税等

平成30年度法人税 72,000

預り金

源泉所得税 2,079

流動負債合計 884,079

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 884,079

正味財産 2,411,466


